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民
生
課

か
ら

の
 

お
知
ら
せ
 

「広
報
か
な
ぎ
」
二
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
リ
、
平
成
七
年

四
月
か
ら
予
防
接
種
の
実
施
場
所
、
 

方
法
等
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

今
回
は
、
金
木
病
院
で
接
種
す
る

場
合
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

①
平
成
七
年
度
対
象
児
、
平
成
六

年
度
の
未
接
種
児
に
つ
い
て
は
、
 

民
生
課
か
ら
二
週
間
前
に
通
知

を
出
し
ま
す
。
通
知
と

一
緒
に

問
診
票
も
送
付
さ
れ
ま
す
。
 

（
平
成七
年
四
月
生
れ
か
ら
は
、
 

出
生
届
時
に
問
診
票
が

一
冊
に

な
っ
た
乳
幼
児
健
康
手
帳
を
配

布
し
ま
す
。）
 

②
あ
ら
か
じ
め
、
配
布
さ
れ
た
間

診
票
に
も
れ
な
く
記
入
し
、
母

子
手
帳
を
も
っ
て
、
受
付
時
間

二
時
と
一
時
三
十
分
の
間
に
金

木
病
院
小
児
科
外
来

へ
行
っ
て

下
さ
い
。
 

③
熱
は
、
小
児
科
外
来
で
、
接
種

す
る
前
に
測
定
し
ま
す
。
 

体
温
計
は
、
備
え
付
け
の
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
使

っ
て
下
さ
い
。
 

(
 ④

接
種
す
る
前
に
、
医
師
の
診
察

が
あ
り
ま
す
。
 

⑤
接
種
が
終
わ
っ
た
ら
、
母
子
手

帳
を
受
け
取
り
、
接
種
印
が
押

さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
帰
り

ま
し
ょ
、つ
。
 

注
意
 

m

「広
報
か
な
ぎ
」
二
月
号
で

お
知
ら
せ
し
た
受
付
時
間

一

時
三
十
分
ー
ニ
時
は
、
二
時

と
一
時
三
十
分
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
診
療
の
さ
ま
た

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
受
付

時
間
は
守
っ
て
下
さ
い
。
 

②
指
定
さ
れ
た
日
、
時
間
以
外

で
接
種
す
る
場
合
は
有
料
と

な
り
ま
す
。
 

⑧
母
子
手
帳
を
見
て
、
以
前
、
 

何
の
予
防
接
種
を
受
け
た
か

確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
母
子
手
帳
は
忘
れ
な

い
で
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

忘
れ
る
と
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
 

平
成
七
年
度
の
子
定
は
、
次
の

と
お
リ
で
す
。
子
供
の
体
調
が
悪

く
て
、
接
種
日
に
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
次
の
月
、
又
は
次

の
週
に
接
種
で
き
ま
す
。
 

予
防
接
種
に
つ
い
て
の
お
間
合

せ
は
、
民
生
課

（
廿
五
三
ー
二

一

一
一
 
内
線
二

一
七
）
ま
で
。
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『予防接種』がこうかわります 
金木病院で接種する具体的な方法 

平成7年度 予防接種の予定 

種 別 
ポ リ オ 

第 3 又は第 4困 

ッ 	反 

第 4 圃 

B C G 
第 1 翻 

麻 	疹 

奇数 j」の第 1附 

風 	疹 

第 2 ・3圏
三種混合 I 期 

（
乙
 

3
  

第
n
 

囲
期
 

接種場所 保健センター 保健センター 金木病院 金木病院 金木病院 金木病院 金木病院 

受付時間 
13 】 00- 

13: 30 
13 : 00- 

13 : 30 
14: 00- 

14 : 30 
14 : 00- 

14: 30 
14 : 00- 

14 : 30 
14 : 00- 

14 : 30 
14 : 00- 

14: 30 

4 	月 
3 日（月） 26日困 28日囲 7日圏 14日働‘ 21日網 

注）1 
H4.9- H5.7 H 6.1 - 12 H5.1-6 H5.8- 12 

5 	月 
15日旧〕 24日困 26日囲 12日働・19日園 

H4.9- H5.7 H6.2-12 H5.7-12 

6 	月 
21日困 23日囲 2 日圏 9日囲・16日圏 

H4.9- H5.7 H7.2, H6.8・11 H6.1 

7 	月 
26日困 28日圏 7 日園 14日園・21日園 

H4,9- H5.7 H7.3, H6. 1'9・12 H6.2-6 

8 	月 
23日困 25日圏 4 日圏 11日働・18日囲 

注）2 
[15.8一ー H6.1 

H7.1・4 
H6.2・3・10 H6.7 

9 	月 
20日困 22日囲 1日園 

H4.9- H5.3 
8 日圃 

H5.8-- H6.1 H7,5, F16.4-7 

10月 
25日困 27日園 6 日囲 13日囲・20日囲 

H 5.8- H6.1 H7.6 H6.8-9 

11月 
22日困 24日囲 10日囲・17日囲 10日働‘ 17日圏 

H7.7 
注）3 

Ff6.2- H7.5 H3.9- H4.8 

12月 
20日困 22日囲 1日圏 8 日圏‘巧日園 S 日囲・15日囲 

H7. 8 H6 .10-il H6.2- H7.5 H3,9-H4.8 

1 	月 
困
 
囲
 

 
2
4H
7
 

 

5 日囲 12日圏・19日園 12日囲・19日囲 

H5.4-9 H6.2- Ff7.5 H3.9- H4.8 

2 	月 
日
 
圏
 

日

1
  

2
1H
7
 

 

困

0
  

 
 

2日
囲
 

Ff6.12- H7.1 
9 日囲・16日働 

H6.2- Ff7.5 

3 	月 
27日困 	29日囲 

H7.11 
1日囲 8日附・巧日囲 

H5.1O-H6.2 H6.2- H7.5 

注）1 
H5.I~7は 4・5 月

に BCG を受けるので 

~力月あけて三混を 

注）2 
Ff6 」は 7 月に BC 
G を受けるので I カ月

あけて三混を 

1) 3 
H 6.10-H 7.1 は I2 
月・ 2 月に麻疹を受け

るので I カ月あけて三

混を 

※三種混合の I 期は、 

3-8週間の間をあけ

て 3 回受けます。 II期
は、昨年 I 期を 3 回受

けた方が対象で1 回受

けます。 



(
 

出
稼
農
業
者
事
業
所
訪
間
 

平
成
六

年

度
出
稼

農
業
者
等
 

特

別
対
策
事

業
 

二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
二
日

ま
で
の
三
日
間
に
渡
り
、
田
中
町

長
、
中
谷
農
業
委
員
会
長
ら
三
人

が
埼
玉
県
戸
田
市
闇
小
林
建
設

（
 

近
村
正
義
他
五
名
）
、
東
京
都
江

戸
川
区
胸
木
村
工
務
店
（
古
川
千

代
勝
他
十
名
）
、
埼
玉
県
和
光
市

同
鎌
田
建
設
（
吉
崎
芳
光
他八
名
）
 

を
訪
問
し
、
指
導
相
談
会
を
開
催
 
 し

ま
し
た
。
 

指
導
相
談
会
で
は
、
田
中
町
長
、
 

中
谷
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
田
中

町
長
が
町
政
全
般
に
関
す
る
事
業

等
の
状
況
報
告
及
び
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
説
明
、
農
業
委
員
会
事

務
局
及
び
中
谷
会
長
が
、
農
業
委

員
会
事
務
内
容
及
び
事
業
等
の
説

明
と
水
田
営
農
活
性
化
対
策
の
取
 
 り

組
み
、
転
作
等
目
標
面
積
の
地

区
別
変
更
配
分
に
つ
い
て
、
特
に

七
年
度
か
ら
新
た
に
導
入
さ
れ
る
 

「調
整
水
田
」
 
に
つ
い
て
説明
し

た
後
、
出
席
者
か
ら
 

①
斜
陽
館
に
つ
い
て
町
で
購
入
計

画
が
あ
る
の
か
、
出
来
る
こ
と
な

ら
町
で
購
入
し
て
町
活
性
化
の
た

め
に
太
宰
の
ふ
る
さ
と
を
残
し
て
 
 欲

し
い
。
 

②
転
作
箇
所
に
つ
い
て
今
年
度
は

ど
こ
の
場
所
に
な
る
か
。
 

③
新
食
糧
管
理
制
度
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
な
ど
の

質
疑
、
要
望
が
出
さ
れ
出
席
者
全

員
で
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
。
 

ま
た
、
各
事
業
所
と
も
出
稼
就

労
者
に
対
し
て
、
健
康
診
断
の
実

施
、
宿
舎
の
新
設
、
安
全
就
労
の

徹
底
指
導
、
福
利
厚
生
の
充
実
等

に
関
し
て
、
充
分
な
気
遣
い
を
し

て
お
リ
、
安
心
し
て
就
労
出
来
る

よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

③ 広報かなき川mm山 mIII 

▲才朱i小林建設の皆さん 

▼有木才寸工務店の皆さん 

▲有）鎌田建設の皆さん 

暮
ら
し
と
電
気
安
全
 

▽
と
〇
を
 

確
か
め
て
 

我
が
国
で
は
明
治
十

一
年
三
月

二
十
五
日
に
初
め
て
電
灯
が
点
灯

さ
れ
、
こ
の
日
を
記
念
し
て
昭
和

三
年
か
ら
三
月
ニ
十
五
日
を
「
電

気
記
念
日
」
 
と
して
い
ま
す
。
電

気
の
灯
が
と
も
っ
て
か
ら
、
百
十

六
年
を
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
今
日

で
は
、
 一
般
の
ご
家
庭
で
も
照
明

器
具
を
は
じ
め
と
し
て
、
テ
レ
ビ
、
 

冷
蔵
庫
、
ェ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
な

ど
と
電
気
製
品
を
数
え
あ
げ
た
ら

三
十
以
上
を
お
持
ち
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ま
が
電
気
製

品
を
購
入
さ
れ
る
と
き
、
▽
と
か

〇
マ
ー
ク
の
有
無
を
確
か
め
た
こ

と
が
お
あ
り
で
す
か
。
こ
の
マ
ー
 

ク
は
、
 一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
る

電
気
製
品
な
ど
の
安
全
を
示
す
「
 

印

（
しる
し
）
」
な
の
で
す
。
」」
 

の
マ
ー
ク
の
有
無
を
確
か
め
、
不

良
電
気
製
品
は
使
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
、つ
。
 



同目入と 
に 
ーツ費 

図 

スポ 

平
成
六
年
度
 
田
助
役
が
受
賞
者

一
人
一
人
に
表

の
金
木
町
ス
ポ
 
彰
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル
を
手
渡
し
、
 

ー
ッ
賞
の
授
与
 

お
祝
い
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛

式
が
三
月
八
日
、
 け
て
い
ま
し
た
。
 

役
場
会
議
室
で
 
⑥
金
木
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者

行
わ
れ
、
六
士

一
 
白

川
 
靖
浩

（
銃剣
道
）
 

人
と
一
団
体に
ス
 
藤

本
 
武
仁

（
銃剣
道
）
 

ポ
ー
ッ
賞
が
贈
ら
 

田
中
 
誠
純

（
相
撲
）
 

れ
ま
し
た
。
 

中
村
 
陽
仁

（
相
撲
）
 

ス
ポ
ー
ッ
賞
 

蒔
田
 
雄
市

（
相
撲
）
 

は
、
町
の
ス
ポ
 

津
島
 
和
希

（
相撲
）
 

ー
ッ
活
動
に
お
 

吉
田
 
準

（
相
撲
）
 

い
て
、
そ
の
技
 

泉
谷
 
竜
祈
（
相
撲
）
 

術
水
準
の
向
上
 
木

村
 
陽
子

（
陸
上
）
 

に
つ
と
め
、
町
 
沢

田
 
匡
宏
（
相
撲
）
 

民
の
健
康
福
祉
 
増

田
 
匡
紀

（
相
撲
）
 

に
貢
献
し
、
町
 

敦
賀
 
大
作

（
相
撲
）
 

の
ス
ポ
ー
ッ
振
 

成
田
 
真
人

（
野球
）
 

興
に
多
大
の
功
 
工
藤
 
晃

嗣
（
野
球
）
 

労
功
績
の
あ
っ
 

津
島
 
慶
太

（
野球
）
 

た
個
人
・
団
体
 

田
中
 
裕
樹

（
野球
）
 
 

白
川
 
俊
明

沢
田
 
裕
樹

秋
元
 
寛
之

米
谷
 
明
修

原
田
 
健
佑

徳
田
 
雅
丈

中
村
 
隆
志

葛
西
 
孝
允

中
谷
 
宗
徳

中
井
 
衛

鳴
海
 
雅
文

宮
崎
 
秀
人

原
田
 
雅
仁

小
松
 
大
也

木
田
 
隆
紀

津
田
 
雅
彦

棟
方
 
広
樹

松
川
 
兼
吾

奈
良
 
幸
亮

飯
塚
 
東

一

小
野
 
貴
史

伊
藤
 
公
寿

相
内
 

崇

小
山
内
由
美
 
 （

野球
）
 

（
野球
）
 

（
野球
）
 

（
野球
）
 

（
野球
）
 

（
野球
）
 

（
野球
）
 

（
野球
）
 

（
野球
）
 

（
野球
）
 

（
野球
）
 

（
陸
上
）
 

（
ス
ギー
）
 

（
相撲
）
 

（
相撲
）
 

（
相
撲
）
 

（
相撲
）
 

（
相撲
）
 

（
重
量
挙）
 

（
少林
寺
）
 

（
相撲
）
 

（
相
撲
）
 

（
相撲
）
 

（
陸
上
）
 
 

白
川
 
薫

（
陸
上
）
 

津
島
 
教
道

（
陸上
）
 

桑
田
 

希
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

中
川
 
圭
子
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

木
下
美
穂
子
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

泣
川
 
ユ
カ
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

中
谷
 
仁
美
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

川
口
 
睦
美
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

泉
谷
 
千
晴
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

白
川
た
つ
み
（
ソフ
ト
ボ
ー
ル
）
 

秋
元
 
正
幸

（
相撲
）
 

松
川
 
啓

一
 
（
少林
寺
）
 

古
川
 
真
司
（
少
林
寺
）
 

白
川
 
瑞
元

（
少林
寺
）
 

西
村
 
公
憲

（
相撲
）
 

工
藤
 
勇
蔵
（
陸
上
）
 

古
川
 
純

一
 （
ス
キ
ー
）
 

原
 

知
紀

（
陸
上指
導
者
）
 

藤
元
 
由
光
（
ソ
フ
ト指
導
者
）
 

金
木
南
中
学
校

（
スキ
ー
）
 

	・mm川川川~広報かなぎ 

に贈られたも 浅利 

潤

（野

球） 

ので
す。 

今 勇介

（野

球） 

式で
は、

角 小林 英稔

（野

球） 

小今浅 
林 利 

平
成
六
年
度
の
 

ス
ポ
ー

ツ
賞
 



第
三
十
七
回
 

町
民
ス
キ
ー
大
会
 

738人参加

乙 

島、 

ぜ
 一

 

）一
 

・」
 

」
 

第
三
十
七
回
金
木
町
民
ス
ギ
ー
 

大
会
が
二
月
十
九
日
、
町
営
嘉
瀬

ス
ギ
ー
場
で
百
三
十
八
人
の
町
民

が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
角
田
助
役
の
挨
拶
に

続
き
、
川
倉
小
学
校
六
年
の
白
川

雅
海
選
手
に
よ
る
元
気

一
杯
の
選

手
宣
誓
の
後
、
各
競
技
の
ア
ル
ペ

ン
、
 ジ
ャ
ン
プ
、
 レ
ー
ス
、
リ
レ
 

ー
の
四
種
目
が

一
斉
に
始
ま
り
、
 

約
百
二
十
人
に
の
ぼ
る
観
客
の
前

で
選
手
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。
 

婦わ 

・

一
 
山
 

J
'
I
ー
 "

 』
 

⑥
結
果
は
次
の
と
お
リ
。
 

★
回
転
競
技
 

●
小
学
校
四
年
男
子
 

第
一
位
 
中
村
友
哉

（
嘉
瀬
）
 

第
二
位
 
蛸
島
祥
太

（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
今
 
悠
太

（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
四
年
女
子
 

第
一
位
 
中
谷
香
織

（
川
倉
）
 

第
ニ
位
 
田
中
珠
季

（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
山
中
美
香
子
（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
五
年
男
子
 

第
一
位
 
木
下
雄
大

（
嘉
瀬
）
 

第
ニ
位
 
秋
田
寛
己

（川
倉
）
 

第
三
位
 
木
下
和
真

（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
五
年
女
子
 

第

一
位
 
津
田
加
奈
子
（
嘉
瀬
）
 

第
ニ
位
 
津
田
陽
香

（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
棟
方
千
賀
子
（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
六
年
男
子
 

第
一
位
 
鳴
海
 
棚
（
嘉
瀬
）
 

第
ニ
位
 
伊
藤
直
也
（
嘉
瀬
）
 

第
三
位
 
高
橋
有
紀

（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
六
年
女
子
 

第
一
位
 
泉
谷
 
佑
（
川
倉
）
 
 

第
ニ
位
 
葛
西
志
帆

（
金
木
）
 
第

三
位
 
桑
田
祐
輔

（
金木
）
 

第
三
位
 
坂
本
麻
子
（
嘉
瀬
）
 
●
小
学
校
四
年
女
子
 

●

中
学
校
男
子
 

第
一
位
 
白
川
 
舞
（
川
倉
）
 

第

一
位
 
伊
藤
才
騎
（
金木
南
）
 
第

ニ
位
 
白
川
ま
り
こ
（川
倉
）
 
★
リ
レ

ー
競
技
 

●

中
学
校
女
子
 
第

三
位
 
白
川
亜
沙
美
（
川
倉
）
 
●
小
学
校
リ
レ
ー
男
子
の
部
 

第

一
位
 
伊
藤
愛
里
（
金木
南
）
 
●
小
学
校
五
年
男
子
 

第
一
位
 
川
倉
小
学
校
A
 

第
一
一位
 
鳴
海
里
江
（
金
木南
）
 
第

一
位
 
岩
村
暢
寿

（
嘉
瀬
）
 

第
ニ
位
 
川
倉
小
学
校
B
 

！
 
第

ニ
位
 
泉
谷
和
亮

（川
倉
）
 

第
三
位
 
喜
良
市
小
学
校
A
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第
三
位
 
大
橋
正
弥
（
喜良
市
）
 
●
小
学
校
リ
レ
ー
女
子
の
部
 

●

小
学
校
五
年
女
子
 

第
一
位
 
川
倉
小
学
校
A
 

第

一
位
 
工
藤
真
紀

（川
倉
）
 

第
ニ
位
 
川
倉
小
学
校
B
 

第
ニ
位
 
小
山
内
恵
美
（
川
倉
）
 
第

三
位
 
嘉
瀬
小
学
校
A
 

第
三
位
 
秋
村
優
子
（
嘉
瀬
）
 
★
ジ
ャ
ン
プ
競
技
 

●

小
学
校
六
年
男
子
 

●
小
学
校
四
年
の
部
 

第
一
位
 
工
藤
慎
吾

（
川
倉
）
 

第
一
位
 
今
昭
太
郎
（
喜良
市
）
 

第
ニ
位
 
白
川
雅
海

（川
倉
）
 

第
ニ
位
 
今
 
誠
治
（
喜良
市
）
 

第
三
位
 
荒
関
将
臣

（
金
木
）
 
第

三
位
 
伊
丸
岡
奨
（
喜良
市
）
 

●

小
学
校
六
年
女
子
 

●
小
学
校
五
年
の
部
 

第

一
位
 
原
田
和
子

（
嘉
瀬
）
 

第

一
位
 
松
川
剛
大

（
嘉
瀬
）
 

第
ニ
位
 
泉
谷
晴
美

（川
倉
）
 
第
ニ

位
 
工
藤
章
仁

（
嘉
瀬
）
 

★
距
離
競
技
 

第
三
位
 
三
潟
幸
美

（川
倉
）
 
●
小
学
校
六
年
の
部
 

●

小
学
校
四
年
男
子
 

●
一
般
・
高
校
の
部
 

第

一
位
 
棟
方
俊
也

（
嘉
瀬
）
 

第
一
位
 
三
潟
哲
朗

（
川
倉
）
 

第

一
位
 
原
田
靖
大

（
嘉
瀬
）
 

第
二
位
 
今
 
貴
洋
（
喜良
市
）
 

第
ニ
位
 
原
田
幹
大

（
嘉
瀬
）
 

第
ニ
位
 
工
藤
勇
蔵

（
金
木
）
 

第
三
位
 
原
田
朋
和

（
嘉
瀬
）
 

ー
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第3回金木町フアミリーコンサート 

今年も大盛況 
手編の靴下力バー32足
あしの園に寄附 

全国高校相撲弘前大会 

西村公憲君初の個人優勝 

地道な活動認められ 

金木消防団に表彰旗 

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
生
の
演
奏

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
商
工
会

青
年
部
が
中
心
と
な
リ
、
海
上
自

衛
隊
大
湊
音
楽
隊
に
よ
る
「
第
三

回
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
」
 
が

開
催
さ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
中
央
 

た 演奏が終っても余韻が残りまし 

こ
の
ほ
ど
、
嘉
瀬
中
柏
木
に
住

む
原
田
キ
サ
さ
ん

（
6
7）
が
、
色

と
り
ど
り
の
手
編
の
靴
下
カ
バ

ー
 

三
十
二
足
を
あ
し
の
園

（
中
谷衛
 

、
、d
'
 
'

”
 
田
 

原
 

／
か」
噛ぐ
、．

”
 度
 

‘
子師
一
一
 

に
／
ー
 

．
 
切
馴
 

公
民
館
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

四
百
二
十
人
の
町
民
で
埋
め
つ
く

さ
れ
ま
し
た
。
 

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
第

一
部
の
 
「
 

映
画
音
楽
特
集
」
 
では
「
ロ
ッ
キ
 

ー
の
テ
ー
マ
」
 
「時
の
過
ぎ
行
く

ま
ま
に
」
 
「慕
情
」
等
の
六
曲
。
 

第
二
部
は
「
A
 
s
P
L
E
N
D
 

I
D
 
R
H
Y
T
H
M

（
素
晴
ら

し
い
）
」
と
題
し
て
「
ク
ラ
ー
マ
 

ー
」
 
「ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
は
私
と
」
 

「
ビ
ギ
ン
・
ザ
・
ビ
ギ
ン
」
 
等
ラ

テ
ン
音
楽
、
六
曲
を
披
露
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
厚
み
の
あ
る
生
演

奏
に
、
皆
ん
な
終
始
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
 

廿
園
長
）
に
寄
附
し
ま
し
た
。
 

ギ
サ
さ
ん
が
、
家
事
や
仕
事
の

合
間
を
ぬ
っ
て
、
こ
つ
こ
つ
と
編

ん
だ
と
い
う
靴
下
カ
バ
ー
は
、
四

十
東
以
上
の
毛
糸
を
使
っ
た
も
の

で
 
「寒
い
と
き
に
、
是
非
履
い
て

下
さ
い
い
と
言
葉
を
添
え
て
手
渡

し
ま
し
た
。
 

寄
附
を
受
け
た
あ
し
の
園
の
中

谷
ひ
さ
え
生
活
指
導
員
は
、
 
「暖

か
い
贈
り
物
を
ど
う
も
あ
リ
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ

て
頂
き
ま
す
い
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
 

二
月
十
二
日
、
弘
前
市
豊
田
に

あ
る
克
雪
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
 

ー
の
特
設
相
撲
場
で
開
か
れ
た
、
 

第
九
回
全
国
高
校
相
撲
弘
前
大
会

で
、
金
木
町
出
身

（
金中
）
の
西

村
公
憲
君
が
個
人
で
初
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。
 

初優勝した西村君 

二
月
十
日
、
東
京
日
本
消
防
会

館
に
於
い
て
、
日
本
消
防
協
会
長

定
例
表
彰
式
が
開
か
れ
金
木
消
防
 

大
会
は
、
全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
選
抜
さ
れ
た
九
校
、
東
北
五
県

の
代
表
、
県
内
九
校
の
合
わ
せ
て

二
十
三
校
が
出
場
し
、
西
村
君
は
、
 

予
選
か
ら
順
調
に
勝
ち
進
み
準
セ

決
勝
と
準
決
勝
そ
し
て
決
勝
と
団

体
優
勝
し
た
金
沢
市
立
工
の
す
べ

て
の
メ
ン
バ

ー
に
勝
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

今
か
ら
二
年
前
の
中
学
時
代
に

現
在
の
埼
玉
栄
高
校
の
監
督
に
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
親
元
を
離
れ
な
が
ら
も
相
撲

と
勉
学
の
両
立
を
図
り
、
春
に
行

わ
れ
る
全
国
高
校
相
撲
選
抜
金
沢

大
会
と
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
及
び
国
体

県
予
選
と
、
大
き
な
大
会
が
控
え

日
々
猛
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

団

（櫛
引
幸
雄
廿
団
長
）
に
表
彰

旗
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
表
彰
旗
は
、
規
律
・
技
能

の
他
、
普
段
か
ら
消
防
使
命
達
成

に
努
め
た
団
体
に
与
え
ら
れ
、
金

木
消
防
団
は
、
日
々
の
地
道
な
消

防
団
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
櫛
引
団
長
は
、
 
「
こ
れ
を
契

機
に
、
よ
リ
ー
層
地
域
住
民
を
火

災
、
災
害
か
ら
守
り
た
い
と
思
い

ま
す
己
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。
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もヘルシーメニュー才 

●スキムミルク入り鶏シューマイ

材 料（ 4 人分） 

鶏挽肉 	200 g 	塩 	小サ -' 1/2 
スキムミルク 大サジ8 グリンピース 小缶1 
小えび 	8尾 	シュウマイの皮 1袋 

玉ねぎ 	200 g 	生しょうが 少々 

ギャベツ lOOg こしょう 少々 

ごま油 	大サジ1 サラダ菜か青シソ 

片くリ粉 大サジ1 	 1枚
作り方 

①挽肉にしょうが汁を入れ混ぜ合わせる。 

②玉ねぎ、そャベツをみじん切りにし、えびは熱

湯を通しておく。 

③挽肉、玉ねぎ、ギャベツ、スギムミルク、ごま

油、片くり粉、塩、こしょうを入れて良く混ぜ

る。 

④③の材料を 4 等分し、更にそれぞれを6-- 6 ケ

に分けて、シュウマイの皮に包みえびとグリン

ピースを乗せる。 

⑤蒸器にふきんを敷いて10分位蒸す。 

⑥皿に青野菜を敷いてシュウマイを盛りつけアツ

アツを食べる。 

ト職業 警視庁の警察官 

ト氏名 中谷 敏 

ト年齢 43歳 ト出身地 金 

木町大字川倉（湯の川） 

ト家族構成 妻とー男二女 

	~ 

金
木
町
の
皆
様
、

お
久
し
ぶ
り

で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
雪
も
溶
け
、
春

が
顔
を
出
し
始
め
、
今
年
も
豊
作

で
あ
る
よ
う
に
と
心
か
ら
願
っ

て

い
ま
す
。
 

私
は
、
当
時
兼
業
農
家
の
次
男

で
あ
り
、
又

一
時
期
青
森
県
警
の

警
察
官
で
あ
っ
た
父
の
影
響
も
あ

り
、
町
を
離
れ
て
、
し
か
も
直
接

社
会
に
貢
献
で
き
る
仕
事
は
警
察

官
し
か
な

い
と
志
願
し
ま
し
た
。
 

現
在
は
、
警
視
庁
で
警
視
総
監

秘
書
と
い
う
特
殊
な
仕
事
に
就
い

て
お
り
ま
す
の
で
、

突
発
的

に
は

大
規
模
事
故
、
事
故
発
生
時

の
対

応
で
あ
り
日
常
的
に
は
日
程
調
整

や
部
内
外

の
訪
間
者
の

対
応
の
場

合
が
最
も
神
経
を
使
い
、
部
門
や

規
模
、
社
会
的
反
響
に
関
係
な
く
 

事
件
解
決
時

の
達
成
感

に
は
表
現

し
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

太
宰
治
の
 
「津
軽
」
の
序
編
に
 

「金
木
町
は
、
 

ど
こ
や
ら
都

会
ふ
う
に
ち
ょ
っ

と
気
取
っ
た
町

で
あ
る
己
と
い
う
件
が
あ
り
ま
す
。
 

金
木
は
、
約
五
十
年
前
に
書
か
れ

た
こ
の
表
現
が

今
で
も
新
鮮

に
感

じ
ら
れ
る
不
思
議
な
魅
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。
 ハ
イ
カ
ラ
だ
っ

た
金

木
警
察
署

の
旧
庁
舎

（
現
存
し
な

い
）
が
、
な
ぜ
か
懐
か
し
く
思
い

起
こ
さ
れ
ま
す
。
農
林
業
や
各
種

事
業
は
も
と
よ
り
「
観
光
の
ま
ち

金
木
」
の
面
で
も
ま
す
ま
す
ご

発

展
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
微
力
で
す
が
出
来
る
限
リ

の
協
力
を

い
た
し
ま
す
。
 

⑦ 広報かむぎ川川11111111 

小さな掛金・大きな補償 
のスポーツ安全保険 

スポーツ安全保険は、傷害保険と賠償責任保険

および共済見舞金を組み合わせた総合補償制度で’ 

グループの皆様や指導者の方々が安心して活動で・

きるようにとの願いを込めて開発しました。現在

では870万人と多くの方々が加入しておられま

す。 

万一の事故に備えてぜひこの保険へのご加入を

お願いします。 

■保険期間 

平成7年4 月1日～平成8年3 月31日まで・ 

【掛金・補償額】 

〇中学生以下の団体は、掛金400円・大人の団 

体は、1, 300円で補償額は、いずれも入院 

が4, 000円、通院が1, 500円です。 

この他、老人クラブ団体・実業団連盟の加入も 

扱っています。 

詳しくは、下記までご連絡下さい。 

くお問い合わせ先＞ 

青森市大字安田字近野234-7 

（財）スポーツ安全協会青森県支部 

廿 0 177-82-6984 
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 ▽下蒔田 

▽下藤枝 
▽湯の川 
▽林下 
▽向道 
▽上宇田野二区 
▽下宇田野二区 
▽雲雀野団地 
▽東町 
▽上小栗崎 
▽中小栗崎 
▽下小栗崎 
▽上派立 
▽中派立 
▽下派立 
▽上新町 
▽下新町 
▽下昭和町 
▽本町 
▽車町 
▽畑中 
▽後町 
V下古町 
▽新堤町―区 
▽新堤町二区 
▽上鍛治町 
▽下鍛治町 
▽更生部落 
▽西岩見町 
▽東岩見町 
▽林町 
▽野崎 
▽下派立 
▽上派立 
▽南本町 
▽上柏木 
▽下町 

o
o
O
万
o
o
o
o
o
o
O
o
o
o
O
O
o
o
o
o
O
O
8
o
o
O
o
o
o
o
o
o
o
oO
o
o
O
 
万
 

O
O

O
2
O
O
O

。
O

O
O
O
O

O
O
O
O

O
O
O
O
O

l
o

o

o
o
O
O

O
O

O
O

O
O
O

O
O
 

2
 

1
5

1
 

。
O
3
O

2
9

3
9
O
3

8
9
1
0
5

8
5
3
9

3
6

9
5
O
9
7
7
O

3
3
5
9
1
2
 

万
2
4
 

4
7
8

8
6

6
6
3

9
4

4
8

万
2
8

6
8
1

4
5

万
万
3
2
1
2
7

9
7

8
2

2
7
2
 

1
 

万
 

万
 
万
万
万
 

万
万
2
 

万
万
万
 
2

1

万
 
万
万
万
万
万万
万
万
 
万
金
 

1 

義
 

害
同

災
一

震
員

地
議

沖
会

か
議

町
る
町

端
は
木

川
陸
金
 

▽
三
▽
 

1
 
4
1
1
 

1
1
 

1
1
1
 

1
 
2
1
1
1
1
1
3
3
 
1
援
 

⑧
 

	mIIIIHl川川~ 広報かなぎ 

一
でも
あ
り
三
味
線
の
神
様
と

一
い
わ
れた
仁
太
坊
の
生
れ
た
 

(
 

一
三
味
線
全
国
競
技
大
会
」
 
が

一開
か
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
が
、
 

一
町
内か
ら
の
参
加
者
は
殆
ど
な
く

一
県
外
の
参
加
者
ば
か
り
が
目
立
っ
 

ー
て
いま
し
た
。
そ
ん
な
事
も
あ
っ
 

ー
て
、
町
内
e

三
味
線
の
低
年
層
を

一
増
や
して
広
め
て
い
こ
う
と
、
金

一
木
町
内小

・
中
学校
の
体
験
学
習

一
と
し
て
、
始
め
ら
れ
今
年
で
四
年

一
が
過
ぎ
ま
し
た
o
 

一
 当
時
、
三
十
三
名
在
籍
し
て
い
 

ー
た
生
徒
さ
ん
も
出
入
り
が
激
し
く

一
現
在小
学
三
年
か
ら
一
般
の
方
ま
 

ー
で
の
十
七
名
に
減
少
し
た
も
の
の
 

一
」
一灘
範
竺
 鷺
曹
極
 

I
 

<
 

一
 津
軽
三
味
線
発
祥
地
の
灯
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「
一
り
 遭誉‘
 
ー
オ

一を
消
さ
な
いよ
う
に
継
承
者
 
一
 

、
、
 

ー
プ
熱
曹

一
し
 

一
を育
て
よ
う
と
、
平
成
三
年
 
！
 

ノ
‘
、一
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r
 
認
陶
叫
 一
 
一
 ・
・
、
 

一
寿
か
ら毎
週
一
影
影
 

一
 

？
』茅欝
一
 
一
、
・
一
一
ま
 

一
民
館に
於
い
て
「
津
軽
三
味
 

《
 
」
 

、
、
「
 
可
了
 
、「

一
 一
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一
線
教
室
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（
大燦
和
雄
廿
講
 
《
 
ン
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”
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～
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一
ぐ
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一
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’
三
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二
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き
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‘
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ー
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お
ら
ほ
の
仲
間
つ
こ
 

▽川倉地区（藤枝） 	2万5000 
▽嘉瀬」1」l区 	 4万9850 
▽喜良市地区 	 6万2700 
金木町行政協力委員 
【金木町内別内訳】 
▽栄町 	 1万6814 
▽田町 	 1万4700 
▽南新町 	 9l00 
▽上山道町 	 1万2900 
▽駅裏団地 	 7400 
▽中山道町一区 	 2400 
▽中山道町二区 	1万5000 
▽下山道町 	 9500 
▽美晴町一区 	 1万400 
▽美晴町二区 	 1万8400 
▽昭和町一区 	 3000 
▽神明町 	 2万 
▽朝日町一区 	 3万2000 
▽朝日町二区 	 l000 
▽小川町ー区 	 1万5000 
▽小川町二区 	 2万2000 
▽米町 	 2万 
▽川端町 	 1万5500 
▽寺町 	 2万 
▽東芦野町 	 2万1000 
▽西芦野町 	 1万8800 
▽浦町 	 9600 
▽新富町 	 4万790 
▽若松町ー区 	 2万1500 
▽若松町二区 	 7600 
▽若松町三区 	 9300 
▽若松町四区 	 1万4750 
▽見崎町 	 1万 
▽上沢部 	 2万4800 
▽下沢部 	 1万6600 
▽旭ケ丘ー区 	 4000 
▽旭ケ丘二区 	 1万7700 
▽大東ケ丘 	 2万3400 
▽雲雀ケ丘団地 	 7000 
▽上蒔田 	 1万500 

1月 1 7 日から、毎戸に義援金の募
金活動をしたところ 3 月 2 日現在の民
生課と社会福祉協議会あつかいで、次
の方々のご協力がありました。あリ
がとうございました。ご協力いただい
た義援金は、まとめて日赤に寄託させ
ていただきます。 3 月 2 日以降に募金
された方のお名前は、 4 月号の広報か
なぎに掲載されることになります。 
兵庫県南部地震災害義援金 

（敬称略）単位：円 
Vレモンクラフ‘ 	 6594 
▽金木町職貝組合 	 5万 

~一、 ▽小田川土地改良区職員一同 
1. 万7100 

▽角田昭次 	 3000 
▽白川武三 	 l0万 
▽世界基督教会統一神霊教会 600 
▽金木柔道会 	 1万6000 
▽金木れんばい市場ー同 	3万 
▽藤元泰志 	 5000 
▽鳴海善太郎 	 5000 
▽あしの老人クラフ’ 	7000 
▽金木本町納税組合 	 4万 
▽金木町議会議員一同 	 5万 
▽勤，排まちこ 	 4466 
▽握友会一同 	 2万 
▽金木町童謡を歌う会々員一同 

3万4000 
▽川倉小学校児童会 3万5435 
▽金木町社会福祉協議会役職員一同 

3万2050 
▽金木町運合婦人会・金木町日赤奉仕
団・金木町商工会婦人部 

96万1118 
▽金木町商工会青年部 

14万6410 
【金木町老人クラブ連合会】 
▽金木地区 	 7万8300 
▽神原地区 	 5000 

逆
に
今
は
息
の
長
い
生
徒
さ
ん
が
ー
あ

多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
学
生
一
上
思

ゆ
え
に
学
校
で
の
部
活
動
と
両
立
一
 
に

を
図
る
た
め
思
う
よ
う
に
歯
車
が
一
、ョ
ぞ

噛
み
合
わ
な
い
こ
と
が
今
、
大
燦
一
 D
 

講
師
の
目
下
の
悩
み
だ
そ
う
で
す
。
一
 

町
で
は
、
子
供
達
の
た
め
に
三
ー
オ

味
線
と
撲
を
二
十
五
セ
ソ
ト
準
備
一
な

し
て
お
り
、
月
謝
も
無
料
で
す
。
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興
味
の
あ
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ニ
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線
教
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地
金
木
町
で
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平
成
元
年
の

一
桜ま
つ
り
に
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回
津
軽
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ズ イ 

つがる弁 

り 
このクイズは若い人の知らない、聞いた

ことの無い津軽弁を楽しく、再発見しても

らおうと問題にしたものです。 

Q・ 「そろそろゆぎもとげだはんでかっち

ょはずさねば」 を標準語に直して下さい。 

r 

(
 

春
の
訪
れ
と
共
に
、
話
題
と
な

り
つ
つ
あ
る
花
粉
症
。
今
年
は
、
 

ス
ギ
花
粉
が
大
発
生
す
る
と
の
見

通
し
で
、
こ
の
春
は
、
花
粉
ア
レ

ル
ギ
ー
の
患
者
さ
ん
が
増
え
る
よ

う
で
す
。
 

花
粉
症
は
、
春
先
に
患
者
さ
ん

の
多
い
ス
ギ
花
粉
に
よ
る
も
の
が

有
名
で
す
が
、
名
前
の
通
り
、
い

ろ
い
ろ
な
雑
草
や
花
の
花
粉
で
起

こ
る
ア
レ
ル
ギ

ー
症
状

の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
症
状
と
し
て
は
、
 

急
に
始
ま
る
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
 

鼻
づ
ま
り
、
咳
な
ど
の
上
気
道
症

状
、
目
の
庫
み
、
結
膜

（
白目
）
 

の
充
血
や
浮
腫
な
ど
の
眼
症
状
な

ど
が
代
表
的
で
す
。
飛
ん
で
き
た

花
粉
が
、
鼻
や
目
に
付
着
し
て
、
 

人
の
体
が
そ
の
部
位
で
ア
レ
ル
ギ
 

ー
反
応
を
起
こ
す
わ
け
で
す
。
で

す
か
ら
、
花
粉
症
は
、
花
粉
の
飛

ぶ
時
期
に
だ
け
症
状
が
出
現
し
ま

す
の
で
、
季
節
ア
レ
ル
ギ

ー
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
ス
ギ
を
例
に
し
ま
 
 す

と
、
三
月
の
お
天
気
の
良
い
、
 

風
の
や
や
強
い
日
に
花
粉
が
よ
く

飛
び
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
日
に

症
状
が
出
た
人
は
、
花
粉
症
だ
と

言
っ
て
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
 

こ
の
よ
う
な
花
粉
ア
レ
ル
ギ

ー
 

は
、
老
若
男
女
ど
ん
な
人
に
も
起

こ
り
得
る
反
応
で
す
か
ら
、
た
と
 

「

ー
 

え
、
今
ま
で
何
も
症
状
が
で
な
か

っ
た
人
で
も
、
今
年
か
ら
急
に
始

ま
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

一
度
症
状
が
出
る
よ
う
に
な
る
と

マ
」
れを
感
作
さ
れ
た
と
い
い
ま

す
が
）
、
毎
年
、
花
粉
の
飛
ぶ
時

期
に
な
る
と
症
状
が
出
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
 

こ
の
ア
レ
ル
ギ

ー
反
応
を
起
こ

す
か
ど
う
か
検
査
す
る
に
は
、
花

粉
な
ど
の
原
因
と
な
る
物

（
ア
レ

ル
ゲ
ン
）
を
鼻
粘
膜
に
つ
け
た
り

皮
内
注
射
を
し
て
反
応
を
見
た
り

し
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
血
液
の

中
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
免
疫
 

H
11
1「？】肌
‘

助
 

引I
 
I
L
I
 

一
 

け

ー
 

グ
ロ
ブ
ク
ン

（I
g
E
）
を
ア
レ

ル
ゲ
ン
毎
に
測
定
し
て
診
断
す
る

こ
と
も
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
 

治
療
は
、
お
も
に
、
ア
レ
ル
ギ
 

ー
反
応
を
押
さ
え
る
抗
ア
レ
ル
ギ
 

ー
薬
を
使
い
ま
す
が
、
局
所
的
に

鼻
に
噴
霧
し
た
り
、
眼
に
点
眼
し

た
り
す
る
方
法
と
、
内
服
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
出
現
し

た
と
き
は
勿
論
、
薬
を
使
い
ま
す

が
、
花
粉
症
は
季
節
的
な
病
気
で

す
か
ら
花
粉
の
飛
ぶ
時
期
の
少
し

前
か
ら
、
薬
を
使
い
始
め
、
症
状

を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

た
だ
、
ほ
と
ん
ど
の
抗
ア
レ
ル
ギ
 
 ー

薬
に
は
、
眠
気
を
催
す
副
作
用

が
あ
る
の
で
、
内
服
で
は
、
服
用

後
の
車
の
運
転
や
危
険
な
作
業
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。
 

ま
た
、
花
粉
症
は
、
原
因
で
あ

る
花
粉
に
、
で
き
る
だ
け
接
触
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
な

予
防
法
で
す
。
最
近
で
は
、
花
粉

症
防
止
用
の
マ
ス
ク
も
売
り
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
外
出
の
際
に
は

マ
ス
ク
を
し
た
り
、
眼
鏡
を
か
け

た
り
し
て
、
花
粉
に
接
触
し
な
い

よ
う
に
し
、
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
 

う
が
い
や
手
洗
い
な
ど
も
習
慣
づ

け
ま
し
ょ
う
。
 

⑨ 広報かなぎ川“川“I'll 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

花
粉
症
に

つ
い
て
 

崇
 

+
 

一
「
 

目
 

正解者の中から抽選で3名様に素敵な記 

念品を差し上げます。どんどん応募して下 
さい。 

応募方法 

ハガギに住所、氏名、年齢、職業、電話 

番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記事③つ 

まらなかった記事④ご意見・ご感想を記入 

のうえ 

〒O37- 02 

金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は 4 月 3 日当日消印有効。当 

選者の発表は 4 月号に掲載します。 

2 月号の答 「あまり火元のそばに行く とヤ 

ケドをするより 

当選者は次の 2名です。 

金 木 長 尾 麻 未さん 

上北町 姥 名 優 子さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難う 

ございます。今回当選しなかった方もこれ 

にめげずどしどしご応募ください。 
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2月末現在

男 6,027人

女 6,641人

計 12,668人

世帯数 3,875 

前年同月比

△ 59人

△ 62人

△ 121人 
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お父さんのようになって欲しい 

（母 小林胤美より） 
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人と 

薩」 
たくましく元気に育って 

（母 西村春美より） 

女の子に優しく強い男の子 
になって欲しい 

（父 干葉行雄より） 
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